
近
い
古
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
嵐
山
本
は
改
訂
版
に

相
当
す
る
も
の
で
、
楢
林
鎮
山
の
手
を
離
れ
て
か
ら
さ
ら
に
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
本
国
で
も
、
．
〈
し
全
集
が
出
版
さ
れ
て
二
世
紀
半
も
た

っ
た
一
八
四
○
’
四
一
年
に
マ
ル
ゲ
ー
’
－
１
に
よ
っ
て
大
幅
に
組
変

え
ら
れ
、
パ
レ
全
集
完
全
本
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

（
川
崎
市
立
井
田
病
院
・
慶
応
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
）

『
日
葡
辞
書
』
の
成
立
当
時
、
わ
が
国
で
は
、
『
啓
廸
集
』
（
曲
直
瀬

道
三
著
、
一
五
七
四
年
）
と
『
外
療
新
明
集
』
（
鷹
取
秀
次
著
、
一
五
八
一

年
）
と
い
う
、
内
科
と
外
科
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
、
重
要
な
二
つ

の
医
書
が
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
医
書
に
は
周
知
の
よ
う
に

多
数
の
医
学
用
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
医
家
の
手
に
な
る
書
物

の
性
格
上
、
そ
の
大
半
は
い
わ
ゆ
る
専
門
用
語
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
般
民
衆
の
日
常
語
を
も
豊
富
に
収
録
し
て
い

る
『
日
ポ
』
で
は
、
専
門
害
の
み
か
ら
で
は
期
待
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
用
語
を
も
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
今
回
は
、
『
日
ポ
』
の
中
か
ら
生
理
並
び
に
病
理
現
象

に
関
す
る
語
を
拾
い
上
げ
分
類
、
整
理
を
試
染
た
の
で
、
若
干
の
特

徴
や
問
題
点
と
共
に
紹
介
す
る
。

生
理
現
象
に
関
す
る
も
の
二
二
語
、
病
理
現
象
に
関
す
る
も
の

日
葡
辞
書
か
ら
見
た
安
土
桃
山
時
代

の
医
学
’
四
、
生
理
並
び
に
病
理
現
象

亀

節

子
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三
二
六
語
、
各
々
の
分
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
生
理
現
象

Ｉ
分
泌
・
排
泄
に
関
す
る
語
ｌ
溜
め
、
箱
、
黄
水
、
カ
ス
ハ
イ
、

ニ
ヂ
ソ

耳
塵
等
五
○
語
。

①
「
箱
」
は
、
元
来
大
便
を
受
け
る
容
器
を
意
味
し
た
語
で
あ
る

が
、
一
二
世
紀
頃
に
は
、
既
に
、
大
便
を
も
差
す
よ
う
に
な
っ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

②
尿
と
精
液
の
呼
称
名
が
比
較
的
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
「
ば
り
、
い
ば
り
、
し
と
」
お
よ
び
「
淫
１
１
淫
血
〆
淫
水
、

精
、
精
液
」
の
記
載
を
見
る
。

Ⅱ
Ｉ
以
外
の
一
般
生
理
に
関
す
る
語
ｌ
息
差
し
、
歯
軋
承
、
ク

ス
ワ
プ
キ

シ
ャ
メ
、
咳
、
欠
伸
等
一
七
語
。

エ
ク
ボ

Ⅲ
特
徴
を
有
す
る
身
体
語
ｌ
産
髪
、
猿
眼
、
出
歯
、
赤
顔
、
曙

場
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

－１

Ⅳ
脈
と
脈
状
に
関
す
る
語
ｌ
滑
脈
、
沈
脈
、
死
脈
、
緊
脈
、
腎

脈
等
十
一
語
。

Ⅲ
哨
拶
を
右
す
そ
身

等
三
四
語
。

①
「
逆
臆
、
鳥
肌
、
鉤

上
げ
歌
」
以
上
の
七
語
は

一
．
ナ
ス
ビ
バ

鼻
、
黒
子
、
一
茄
子
歯
、

、
『
日
ポ
』
に
お
い
て

乳
朽
ち
た
歯
、
見

初
め
て
文
献
に
登

①
「
か
く
ゆ
う
」
は
、
『
日
ポ
』
に
付
さ
れ
た
説
明
に
よ
る
と
「
馬

の
腹
で
取
る
、
あ
る
脈
榑
」
と
な
っ
て
お
り
、
殆
ど
他
に
例
を
見
出

さ
な
い
語
で
あ
る
だ
け
に
貴
重
で
あ
る
。
但
し
、
経
穴
の
ひ
と
つ
で

カ
ク
ニ

あ
る
「
胴
愉
」
な
ど
の
語
と
取
り
違
え
ら
れ
た
と
の
推
測
も
で
き
よ

う
か
。二

、
病
理
現
象

ア
バ

ー
皮
層
疾
患
症
状
名
（
腫
物
等
）
ｌ
擁
け
、
潮
頭
、
走
瘡
、
飯
貰

ア
セ
ポ

ひ
、
汗
瘡
等
六
四
語
。

①
『
外
療
新
明
集
」
に
も
同
じ
く
皮
層
疾
患
症
状
名
が
数
多
く
記

カ
ザ
ポ
画
シ
ニ
キ
ビ

載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
風
陰
、
面
蚫
、
蛇
眼
庁
」
ほ
か
約
二
○
語
が

『
日
ポ
』
と
重
復
を
見
る
。

②
『
外
療
新
明
集
』
と
『
日
ポ
』
の
間
で
用
語
が
僅
か
に
変
化
し

チ
〈
し

て
い
る
も
の
に
「
乳
腫
↓
ち
ぶ
、
喉
腫
↓
喉
び
る
、
疵
目
↓
目
疵
」

が
あ
る
。

ヒ
エ

③
「
あ
な
股
腐
り
、
小
舌
、
土
肉
、
た
づ
瘡
、
ひ
瘡
、
稗
‐
｜
以
上

の
六
語
は
、
『
日
ボ
』
以
外
の
文
献
に
用
例
を
見
出
し
難
い
。

ホ
ロ
シ

④
「
癖
子
」
は
発
疹
の
ひ
と
つ
の
呼
称
と
し
て
現
在
も
方
言
の
中

に
姿
を
留
め
て
い
る
が
、
文
献
で
の
記
載
は
一
日
ポ
』
が
最
初
の
も

の
か
、
一
考
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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コ
エ
ア
シ

琿
足
等
二
八
語
。

チ
ョ
ウ
ガ

Ⅱ
Ｉ
以
外
の
一
般
病
名
ｌ
廠
腰
、
感
冒
、
帯
下
、
反
胃
、
中
風

等
一
五
二
語
。

①
動
物
の
疾
患
名
と
し
て
「
虫
腹
、
足
気
、
結
馬
、
タ
チ
、
ち
ゅ

パ
リ
ケ
ッ

う
結
、
ツ
ヂ
、
鼻
気
、
鼻
び
る
、
尿
結
、
へ
っ
か
く
」
の
十
語
の
収

録
を
見
る
が
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
馬
の
病
名
で
あ
る
。

②
「
背
虫
、
気
癩
、
は
く
ら
ん
、
紋
腹
、
渋
腹
、
ほ
れ
気
」
以
上

の
病
名
は
、
当
時
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
広
く
使
用
さ
れ
た
も
の

と
考
察
さ
れ
る
。

③
「
か
わ
ら
け
、
桑
じ
気
、
血
酔
ひ
、
上
く
さ
、
ヲ
ト
ナ
、
産
風

ヲ
ト
ヅ
ワ
リ

邪
、
弟
悪
阻
、
半
頭
痛
、
へ
ぼ
、
く
じ
」
以
上
の
病
名
は
、
珍
し
い

俗
語
の
収
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

Ⅲ
Ｉ
以
外
の
症
状
に
関
す
る
語
ｌ
反
吐
、
金
負
け
、
手
萎
え
、

ギ
ヤ
ネ
ッ

瘻
熱
、
漆
負
け
等
五
四
語
。

①
「
み
っ
ち
ゃ
」
と
「
虫
唾
」
の
二
語
は
『
日
ポ
』
に
お
い
て
文

献
上
に
初
出
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

ア
ス

Ⅳ
各
種
病
者
の
呼
称
名
ｌ
か
ん
だ
、
か
つ
た
い
へ
近
眼
、
症
子
、

①
「
も
の
よ
し
」
は
癩
病
人
を
差
し
示
す
語
で
あ
る
が
、
『
日
ポ
』

の
説
明
に
は
「
癩
病
人
、
あ
る
い
は
、
瘡
だ
ら
け
の
人
。
婦
人
語
。

婦
人
以
外
の
人
灸
の
間
で
も
、
特
に
正
月
の
時
分
な
ど
に
は
用
い
ら

れ
る
。
ほ
か
の
地
方
で
は
ハ
ク
ョ
シ
と
言
う
」
と
あ
っ
て
、
癩
病
が

禁
忌
視
さ
れ
て
い
た
側
面
を
こ
う
し
た
反
語
の
使
用
の
中
に
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

Ｖ
異
常
を
伴
う
身
体
語
ｌ
燭
れ
目
、
虫
食
歯
、
濁
血
、
膿
、
庖

瘡
面
等
二
○
語
。

Ⅵ
病
因
に
関
す
る
語
ｌ
邪
風
、
風
邪
、
田
虫
、
虫
、
壺
虫
の
五

韮
叩
０

以
上
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
皮
層
疾
患
症
状
名
が

極
め
て
精
細
に
収
録
さ
れ
て
い
る
点
が
目
に
つ
く
と
言
え
よ
う
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
身
体
知
見
が
専
ら
体
表
部
に
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
自
然
と
密
着
し
た
当
時
の
生
活
環
境
な
ど
諸
原
因

が
考
え
ら
れ
得
る
。
そ
の
他
、
「
へ
ぼ
、
ヲ
ト
ナ
、
染
じ
気
」
な
ど

の
俗
語
の
記
載
は
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
重
ね
て
特

記
し
て
お
く
。

（
東
京
医
科
大
学
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
室
）
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